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成田 潔 (弘前大 ･医 ･第二生理)
ヒトやサルが行う上肢による到達運動は､シフ
トプリズムを装着することにより視覚空間座標と
運動座標との間に解離が生じても､10-20回
の試行で正確に目標に到達することができる｡し
かもこの運動学習にはプリズムの着脱転に､極め
て高い再現性のあることが確認されている｡この
学習には運動前野が重要な役割を果たしているこ
とが示唆されている｡本研究では､所外供給され
たニホンザルを用い､運動前野腹側部および同坂
城に出力する後頭頂皮質から単一ニューロン活動
の多点同時記録を行い､ニューロン間のネットワ
ーク結合の指標としてスパイク後促通の変化をプ
リズム適応前と後で比較することにより､この神
経ネットワークにおける信号伝達の動的変化を明
らかにすることを目的とした｡
その結果､プリズム適応中に特異的にスパイク
後促通を示すニューロン対が存在した｡これらは
特に運動前野腹側部内の運動関連活動を示すニュ
ーロン間である場合が多数であった｡一部は運動
前野腹側部内の運動関連ニューロンとそれ以外の
ニューロン､および運動前野腹側部と後頭頂皮質
の運動関連ニューロン間で認められた｡後頭頂皮
質の連動関連ニューロン以外のニューロンはいか
なる他のニューロンともスパイク後促通を示さな
かった｡これらの新知見は運動前野腹側部内の神
経ネットワークにおけるシナプス伝達効率が変化
することにより､プリズム適応が達成されている
ことを示すものと考えられる｡
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